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 ▼ＹＭＣＡとの出会い

　“あぁ尾瀬の森、我らが古巣へ♪” と『我はふくろう』を歌ったのは、私が初めてＹＭＣＡ

の夏のキャンプに参加した小学３年生のときのことでした。その前年、私は別の団体のキャン

プに参加しましたが、今から考えれば組織キャンプと呼べる代物ではなく、とにかく面白くな

かった記憶しかありません。もうキャンプなんて行きたくない、と思っていた私をＹＭＣＡの

キャンプに導いてくれたのは母でした。理由はひとつ、ＹＭＣＡがキリスト教の教えに基づく

団体だったからです。キリスト教徒であった両親はＹＭＣＡを信頼して私をキャンプに送り出

したのだと思います。そしてそれが私のＹＭＣＡ人生の始まりでした。

　小学校から高校卒業までさまざまなキャンプや活動に参加しました。その流れでリーダーに

なり、学生時代はＹＭＣＡでの活動最優先で走り回りました。野尻キャンプの駐在リーダーを

していた関係で、社会人になってもずっと野尻キャンプに関わらせていただき、自分の子ども

がそのキャンプに行くようになったので一線を退いた現在です。

　ＹＭＣＡのキャンプは、私にとって人生そのものだと言っても過言ではありません。

　私は教員をしていますが、その原点はＹＭＣＡのリーダー経験です。子どもとして参加して
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いた頃のキャンプ原体験がリーダー

の原点であり、そのリーダー経験が

現在の仕事、そして生き方の原点と

なっています。どのように子どもた

ちを楽しませながらも伝えたいこと

を的確に伝えるか、リーダー時代に

考えていたことと今の教員としての

姿勢は何も変わりません。その経験

がなければきっと今の自分の教師像

はなかっただろうと思います。
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かった記憶しかありません。もうキャンプなんて行きたくない、と思っていた私をＹＭＣＡの

キャンプに導いてくれたのは母でした。理由はひとつ、ＹＭＣＡがキリスト教の教えに基づく

団体だったからです。キリスト教徒であった両親はＹＭＣＡを信頼して私をキャンプに送り出

したのだと思います。そしてそれが私のＹＭＣＡ人生の始まりでした。

　小学校から高校卒業までさまざまなキャンプや活動に参加しました。その流れでリーダーに

なり、学生時代はＹＭＣＡでの活動最優先で走り回りました。野尻キャンプの駐在リーダーを
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　人生で初めて、心から親友と呼べる友に出会ったのはキャンプでした。仲がいいのとは違う、
胸襟を開いて自分の想いをぶつけ合い、受け入れ合い、そして認め合える、そんな存在こそが
親友なのだと気づかされました。キャンプを共に創る仲間として、こんなにも人と信頼し合え
るものなのかと自分でも不思議な気持ちでした。
　人生で初めて、心から尊敬できる方に出会ったのもキャンプでした。野尻キャンプでお世話
になった管理人の山川國益さん、そして友のように接して下さった主事の飯忍さん。お二方と
も天に召されていますが、人を尊敬するとはその人のようになりたい、と心から強く願うこと
なのだと初めてわかりました。

▼　３つの出会い

いた頃のキャンプ原体験がリーダー

の原点であり、そのリーダー経験が

現在の仕事、そして生き方の原点と

なっています。どのように子どもた

ちを楽しませながらも伝えたいこと

を的確に伝えるか、リーダー時代に

考えていたことと今の教員としての

姿勢は何も変わりません。その経験

がなければきっと今の自分の教師像

はなかっただろうと思います。
２人のお子さんと宮谷さん。右は飯忍（いいしのぶ）主事

　人生のパートナーに出会っ
たのもまたキャンプでした。
キャンプを一緒に創り上げて
いく仲間だった彼女と、今は
家庭を一緒に創り上げていま
す。そして私たちの子どもた
ち３人がそれぞれＹＭＣＡの
キャンプに参加しています。
親バカですが、いつかこの子
たちがリーダーになる日を夢
見る今日この頃です。

野尻キャンプ駐在リーダー当時の宮谷さん（前列右端）と山川さん
（前列左から２人目）



▼リーダーを育て続けて

　昨今、さまざまな団体がキャンプを展開し、認知度
も高くなっています。しかしＹＭＣＡキャンプがそれ
らより決定的に良い点、それはボランティアである
リーダーが指導者であることだと思っています。アル
バイトではない学生の彼らが、強い想いをもってがむ
しゃらに駆け抜けていくその姿こそが、子どもたちに
とって活きたお手本になると信じます。多様化した現
代社会において、ＹＭＣＡ活動に「はまる」学生の数
が減っていると聞くと胸が痛みますが、それでもボラ
ンティアリーダーこそがＹＭＣＡキャンプの中核であ
り、未来だと信じています。子どもたち、そしてリー
ダーという青少年を育てる、そのための環境を整備し
提供する、そんなＹＭＣＡであり続けることを願って
やみません。
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野尻キャンプは、本格的な少年長期キャンプのため 1932 年に設立
されました。野尻湖の一番奥まった静かな湖畔にあり、豊かな森
に囲まれ、落ち着いたキャンプ生活のための環境が守られていま
す。水泳やヨット・カヌーなどの水上活動、アーチェリーや軽スポー
ツなどの陸上活動が楽しめます。小学生から学生や大人まで、キャ
ンプや林間学校、スポーツ実習にご利用いただいています。

東京ＹＭＣＡ野外教育センターＨＰより

東京ＹＭＣＡ野尻キャンプ場


